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１．はじめに 

核融合炉に定常運転インベントリから想定

される大量のトリチウムは初期装荷として不

要であること、dd反応および初期的な少量トリ

チウムによるdt反応とTBR>1のブランケットに

よる増殖で自給可能であることを演者らは指

摘している。しかし実際の初期的運転のモード

はまだ十分検討された例がなく、実際どの程度

の量のトリチウムがどのタイミングで必要に

なるのかは不明である。本研究は、原型炉の起

動シナリオを想定する一方、燃料系の対応を分

析し、必要トリチウム量との関係を求めること

を目的としている。 

 

２．燃料系モデルとその挙動 

主燃料系は図 1のようにモデル化でき、各サ

ブシステムの時定数でトリチウムが循環する。

循環量は燃焼度の関数で、定常 2GW出力で 1%

なら 200Pam3/s である。Detouch 等のために燃料

ガス供給が著しく多い場合はバイパスしてト

ーラスに戻すとして、処理時定数は数時間とし

て一般性を失わない。燃料系はプラズマのパルス

に対して必要量を供給する一方、排気処理とブラ

ンケットからの回収は常時運転で、dwell 時間に

系内のトリチウムは供給系に回収され次のパル

スに使われる。 

 

３．原型炉コミッショニングシナリオ 

原型炉の起動シナリオは、過去の新型原子炉

の初期運転から類推して図2のように仮定した。

ゼロ出力としてDD運転を行い、以後パルス長

とトリチウム濃度を段階的に増加してプラン

ト出力を漸増し、フルパワー定常に至る。この

時の必要トリチウムと供給系で利用可能なイ

ンベントリの関係を図3に示す。自給可能なシ

ナリオは構成できるが、パルス長が燃料系時定

数と同オーダーになる（定常と同等になる）ま

での間の各サブシステムのインベントリによ

っては不足が生じうる。 
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図１燃料システムのモデル。主要な燃料の流れは 

 真空容器からの排気と増殖ブランケットの帰り。 
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図２想定した DEMO炉の立ち上げ運転パター 

ン。トリチウム濃度とパルス長を漸増する。 
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図３ 必要トリチウム量と供給系のインベン

トリの関係。濃度、パルス長、燃料系時定数に

より必要量が決まる。 


